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令和4年度氷川町一般会計・特別会計歳入歳出決算を認定

令和5年

9月議会 令和5年度　氷川町一般会計補正予算 3億 5128万円 追加決まる

　条例の一部改正　
〇氷川町印鑑の登録及び証明に関する条例
　　個人番号カードを利用して、コンビニ等に設置
されている多機能端末機により印鑑証明書の交付
を開始することに伴い、条例の関係規定を整備す
る。

〇氷川町手数料条例
　　コンビニ等に設置されている多機能端末機を利
用した各種証明書の交付を開始するにあたり、交
付に係る手数料を定める。

〇氷川町立神峡公園条例
　　立神峡公園施設の継続的な運営を行うため、里
地屋敷の宿泊に係る利用時間やログハウス等の施
設使用料を改定する。

〇氷川町公民館条例・氷川町体育施設条例
　　指定管理者制度の導入にあたり、地方自治法の
規定により条例の関係規定を整備する。

　補正予算　
〇令和5年度氷川町一般会計補正予算【第5号】

〇債務負担行為補正
　ふるさと納税事務支援業務 7億5000万円
　（債務負担行為は令和8年度まで）

主な歳出予算

〇総務費
　交通安全施設修繕料 100万円
〇税務課
　過誤納還付金 109万円
〇企画財政課
　財政調整基金積立金 2億6000万円
〇民生費
　高齢者施設等物価高騰対策支援金 380万円
　介護保険特別会計繰出金 146万円
　出産・子育て応援給付金 240万円
　保育施設給付費国庫負担金返還金他 946万円
〇農業振興費
　くまもと土地利用型農業競争力強化支援事業
　補助金 173万円
〇農地費
　樹木伐採業務委託料 190万円
〇土木費
　町道吉本本山線交通量調査業務委託料 100万円
　町道修繕料 2044万円
　町道若洲農協氷川堤防線道路排水調査業務委託料
　 500万円
　町道横枕2号線道路舗装補修工事 500万円
　町道川上立神線道路改良測量設計業務委託料
　 700万円
　町道南北の割線道路舗装工事 300万円
　住宅修繕費 236万円
　土地購入費（住宅建設用地） 326万円
〇消防費
　消防用施設整備補助金 609万円

　令和5年第6回氷川町議会定例会が、9月7日から15日までの9日間の日程で開催されました。
主な議案は、条例の一部改正5件、令和5年度氷川町一般会計補正予算【第5号】氷川町国民健
康保険特別会計補正予算【第1号】、氷川町介護保険特別会計補正予算【第1号】、氷川町下水
道事業会計補正予算【第1号】、八代生活環境事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の
一部変更、八代市と氷川町との間の一般廃棄物の焼却処理に関する事務の委託、令和4年度氷
川町一般会計歳入歳出決算の認定、並びに特別会計歳入歳出決算の認定4件、氷川町教育委員
会委員の任命同意2件、氷川町固定資産評価審査委員会委員の選任同意3件、物品売買契約の
締結1件を審議し、可決・承認・同意しました。（11ページ参照）
　一般質問は、2名の議員が行いました。（8ページ～10ページ参照）

財政調整基金積立・住環境の充実・道路整備へ

P 2 令和５年９月議会
　　  財政調整基金積立・住環境の充実・道路整備へ

P 6 常任委員会審査報告

P 8 そこが聞きたい…一般質問

P11 議案に対する各議員の賛否

P15 議会活動日誌

P16 再発信（Retrans mission）

〇教育費
　修繕費（西部小学校職員室） 172万円
　全国大会等出場奨励費 60万円
　地区集会所施設等建築費補助金 138万円

　特別会計　
〇令和5年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算
　【第1号】

主な歳出予算

　一般被保険者保険税還付金 100万円

〇令和5年度氷川町介護保険特別会計補正予算
　【第1号】

主な歳出予算

　会計年度任用職員報酬他（訪問調査員） 146万円
　総合事業訪問リハビリテーション委託料 27万円
　介護給付費負担金返還金他 1億91万円

〇令和5年度氷川町下水道事業会計補正予算
　【第1号】

主な歳出予算

　回転板変速機修繕 130万円
　回転板減速機修繕 134万円
　マンホールポンプ修繕 220万円
　浄化槽修繕 21万円

　規約の変更　
〇八代生活環境事務組合の共同処理する事務の変更
及び規約の一部変更

　事務の委託　
〇八代市と氷川町との間の一般廃棄物の焼却処理に
関する事務の委託
・氷川町において収集した一般廃棄物の焼却処理
に関する事務管理及び執行を八代市に委託する。
・搬入の上限量は、年間3500トンとする。
　ただし、災害廃棄物については、別途協議する。
・委託事務の委託の期間は、令和6年4月1日から
令和20年9月30日までの期間とする。
・八代市と氷川町の規約は、令和6年4月1日から
施行する。

　売買契約　
物品売買契約の締結
・物件名及び数量　 氷川町学校給食共同調理場連

続炊飯システム　1式
・契約金額　　　1287万円（消費税含む）
・契約の方法　指名競争入札
・契約の相手方　日本給食設備株式会社九州支店

次
の
ペ
ー
ジ
は　

令
和
4
年
度
決
算
認
定
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次
の
ペ
ー
ジ
は　

常
任
委
員
会
審
査
報
告

一般会計　83億2650万円 町民一人当たり約74万9千円を支出

会計別の決算状況 （単位：円）

会　　計　　別 歳　　入 （収入済額） 歳　　出 （支出済額） 差　引　額

一 般 会 計 8,845,246,811 8,326,498,757 518,748,054

国民健康保険特別会計 2,162,605,483 1,815,431,060 347,174,423

後期高齢者医療特別会計 200,213,429 197,958,081 2,255,348

介 護 保 険 特 別 会 計 1,866,609,659 1,537,073,185 329,536,474

下水道事業特別会計 600,679,787 552,827,328 47,852,459

合　　　　　計　 13,675,355,169 12,429,788,411 1,245,566,758

令和４年度

決算認定

　9月議会では、令和4年度氷川町一般会計
決算を含む5会計の決算審査を行い、全ての
決算を認定しました。
　一般会計の支出額は、83億2649万9千円
でした。これは、町民一人当たり約74万9千
円を支出したことになります。
　収入では、町税は前年度より増となってい
ます。ふるさと氷川応援寄附金が大幅に増加
しました。

借入金の返済金です。

町の借入金です。 町民税、固定資産税、軽自動
車税など、みなさんが町に収
めている税金です。

保育や医療など使
い道の決まった補
助金です。

自治体の規模や人口に応
じて国から交付されるお
金です。

感染症拡大防止や地域経済と日常生活の回復に
安心安全な子育て環境の充実取り組む

総務費
31億9315万円

民生費
16億7207万円

衛生費
6億9399万円農林水産業費

3億9403万円

商工費
9068万円

土木費 
5億9671万円

消防費
3億3451万円

教育費
3億1569万円

公債費
9億7615万円

議会費
　　　　5950万円

歳 出
83億2650万円

四捨五入のため
一致しません

町　税
10億5252万円

地方譲与税
7062万円

地方消費税・
その他交付金
2億8590万円

使用料及び手数料
7860万円

国庫支出金
10億6684万円

分担金及び負担金
3887万円

諸収入 4169万円

繰越金
7億101万円

繰入金
8億2381万円

寄附金
8億8468万円

県支出金
5億8811万円

地方交付税
29億8901万円

歳 入
88億4525万円

町債 2億2009万円

財産収入
348万円

四捨五入のため
一致しません

ふるさと氷川応
援寄附金など。
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主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
氷
川
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

上
田
俊
孝
委
員　

電
子
通
信
回
線
で
接

続
さ
れ
た
民
間
業
者
は
ど
こ
か
。

町
民
課
長　

現
在
利
用
で
き
る
端
末
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
イ
オ
ン
で
す
。

将
来
的
に
機
器
の
設
置
が
で
き
れ
ば
、
郵

便
局
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

〇
氷
川
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

上
田
俊
孝
委
員　

端
末
機
発
行
の
証
明

書
が
、
窓
口
発
行
と
同
額
の
3
0
0
円
に

し
た
理
由
は
。

町
民
課
長　

他
の
自
治
体
で
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
向
上
の
目
的
が

あ
り
ま
す
が
、
本
町
は
、
利
便
性
の
向
上

が
目
的
で
す
。
シ
ス
テ
ム
の
運
営
経
費
に

年
間
3
2
3
万
円
、
発
行
手
数
料
が
1
件

1
1
7
円
か
か
り
ま
す
。
本
来
な
ら
窓
口

発
行
3
0
0
円
に
経
費
分
を
上
乗
せ
す
る

考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
利
用
促
進
及
び
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
ら
な
い
よ
う

同
額
と
し
ま
し
た
。

西
尾
委
員
長　

コ
ン
ビ
ニ
で
発
行
で
き

る
証
明
書
は
何
か
。

町
民
課
長　

印
鑑
証
明
書
、
住
民
票
の

全
員
分
、
住
民
票
の
一
人
分
、
所
得
証
明

書
、
課
税
証
明
書
で
す
。

〇
氷
川
町
立
神
峡
公
園
条
例
の
一
部
改

正
上
田
健
一
委
員　

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
施
設

使
用
料
が
、
平
均
し
て
48
%
の
値
上
げ

に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

地
域
振
興
課
長　

平
成
6
年
の
開
設
当

時
か
ら
使
用
料
金
が
据
え
置
か
れ
、
ま
た

令
和
4
年
度
の
収
支
実
績
で
は
支
出
が
収

入
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
等
の
理
由
か
ら

改
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

西
尾
委
員
長　

里
地
屋
敷
宿
泊
の
利
用

時
間
の
改
正
は
利
用
者
に
と
っ
て
不
利
益

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

地
域
振
興
課
長　

環
境
学
習
を
メ
イ
ン

に
設
置
し
た
施
設
で
1
日
利
用
者
の
利
用

時
間
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

改
正
案
の
時
間
設
定
で
不
利
益
を
被
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

〇
令
和
5
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

米
村
議
長　

農
林
水
産
業
費
の
樹
木
伐

採
委
託
料
1
9
0
万
円
の
事
業
内
容
は
。

農
地
課
長　

若
洲
グ
ラ
ウ
ン
ド
農
村
交

流
広
場
と
、
網
道
の
農
村
公
園
の
セ
ン
ダ

ン
の
樹
の
伐
採
委
託
料
で
す
。

西
尾
委
員
長　

土
木
費
の
町
道
川
上
立

神
線
道
路
改
良
測
量
設
計
業
務
委
託
料

7
0
0
万
円
の
事
業
の
内
容
は
。

建
設
下
水
道
課
長　

立
神
地
区
の
町
道
拡

幅
に
伴
う
も
の
で
用
地
費
算
出
を
含
め
た

測
量
設
計
で
す
。

米
村
議
長　

土
木
費
の
工
事
請
負
費
の

3
0
0
万
円
は
何
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

竜
北
西
部
学
童
保
育

所
前
の
道
路
で
、
当
初
予
算
で
5
0
0
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
排
水
路
等

の
追
加
に
3
0
0
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

松
田
委
員　

民
生
費
で
高
齢
者
施
設
等

の
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
と
し
て
3
8
0

万
円
は
ど
う
い
う
内
容
か
。

福
祉
課
長　

高
齢
者
施
設
に
対
し
、
県

が
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
額
の
2
分
の
1
、

町
が
4
分
の
1
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

飯
田
委
員　

民
生
費
で
介
護
保
険
の
特

別
繰
出
金
1
4
6
万
4
千
円
は
何
か
。

福
祉
課
長　

介
護
保
険
の
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
を
、
介
護
保
険
特
別
会
計

で
計
上
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
介

護
保
険
特
別
会
計
へ
繰
り
出
し
、
特
別
会

計
か
ら
支
払
う
も
の
で
す
。

　

主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
氷
川
町
公
民
館
条
例
の
一
部
の
改
正

　

指
定
管
理
者
に
移
行
す
る
メ
リ
ッ
ト

清
田
委
員　

業
務
委
託
を
指
定
管
理
者

に
移
行
す
る
理
由
と
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

生
涯
学
習
課
長　

民
間
の
対
応
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
な
り
ま
す
。
現
在
は

人
件
費
の
み
の
委
託
業
務
で
す
が
、
他
の

業
務
も
指
定
管
理
に
移
行
し
ま
す
。

清
田
委
員

業
務
に
修
繕
と
あ
る
が
、

大
規
模
な
も
の
も
含
む
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

軽
微
な
修
繕
は
予
算

内
で
修
繕
し
、
建
物
な
ど
の
大
規
模
な
工

事
が
必
要
な
修
繕
は
町
で
予
算
を
計
上
し

て
対
応
し
ま
す
。

吉
川
委
員　

修
繕
の
基
準
額
は
ど
う
な

る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

金
額
に
つ
い
て
は
、

ど
れ
く
ら
い
が
適
当
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

片
山
委
員　

指
定
管
理
に
移
す
と
、サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
合
わ
せ
て
直
営
よ
り
安
く

な
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

民
間
の
活
力
で
施
設

の
利
用
が
多
く
な
る
と
望
ん
で
い
ま
す
。

〇
令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

長
尾
委
員　

交
通
安
全
施
設
の
修
繕
料

と
は
何
か
。

総
務
課
長　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
防
犯
灯

の
修
繕
で
す
。

　

過
誤
還
付
金
の
内
容
は

長
尾
委
員　

過
誤
納
還
付
金
と
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長　

令
和
4
年
度
ふ
る
さ

と
納
税
に
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
っ
た
た
め
の

返
還
分
で
す
。

税
務
課
長　

確
定
申
告
に
よ
り
扶
養
控

除
な
ど
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
住
民
税
の

修
正
を
行
い
返
還
が
生
じ
た
分
で
す
。

長
尾
委
員　

消
防
用
施
設
整
備
補
助
金

の
内
容
と
財
源
は
。

総
務
課
長　

地
区
の
要
望
で
、
若
洲
地

区
の
防
火
水
槽
フ
ェ
ン
ス
の
修
繕
、
栫
地

区
の
防
火
水
槽
の
修
繕
、
町
地
区
の
消
火

栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
修
繕
で
、
一
般
財
源

と
な
り
ま
す
。

吉
川
委
員　

学
校
管
理
費
修
繕
料
、
１

７
２
万
3
千
円
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長　

西
部
小
学
校
職
員
室

の
エ
ア
コ
ン
修
繕
で
す
。

長
尾
委
員　

全
国
大
会
出
場
者
奨
励
金

は
何
人
分
か
。
ま
た
、
条
件
は
あ
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

奨
励
費
は
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
九
州
大
会
以
上
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
一
人
１
万
円
で
す
が
、
チ
ー
ム
の

場
合
は
、
上
限
が
10
万
円
で
す
。

木
下
委
員　

国
道
3
号
宮
原
交
差
点
の

看
板
の
設
置
条
件
と
設
置
料
金
は
。

生
涯
学
習
課
長　

看
板
設
置
の
条
件
は
、

全
国
大
会
以
上
の
出
場
者
で
、
設
置
費
用

は
、
1
件
2
万
7
千
円
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は

長
尾
委
員　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は
。

企
画
財
政
課
長　

9
月
上
旬
ま
で
で
、

2
億
4
千
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

4
月
か
ら
6
月
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
し
た

が
、
7
月
か
ら
寄
附
額
を
見
直
し
、
そ
れ

以
降
は
昨
年
並
み
で
す
。

　

経
費
の
制
度
改
正
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

6
割
程
度
が
、
10
月
か
ら
は
5
割
ま
で
と

な
り
ま
す
。

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

審
査
報
告 

委
員
長
　
西
尾
正
剛
　

次
の
ペ
ー
ジ
は　

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

審
査
報
告 

委
員
長

　
木
下

　
厚

　

全国大会出場応援看板

総務文教常任委員会議案審査

県立立神峡公園

産業建設厚生常任委員会議案審査

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問
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一般質問

議
員　

立
神
峡
公
園
の
河
川
に

て
、
水
難
事
故
が
起
き
ま
し
た
が
、

行
政
、
指
定
管
理
者
の
双
方
の
責

任
を
求
め
ら
れ
る
事
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
予
防
す
る
た
め
の
安
全
対

策
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
振
興
課
長　

立
神
峡
公
園

の
河
川
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
が

管
理
す
る
二
級
河
川
で
あ
り
遊
水

で
き
る
場
所
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
訳
で
は
な
く
、
利
用
者
が
自

由
に
使
用
す
る
場
合
の
危
険
は
、

原
則
と
し
て
自
己
責
任
で
回
避
す

る
も
の
と
国
土
交
通
省
か
ら
の
見

解
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て

県
・
町
・
指
定
管
理
者
の
責
任
が

問
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
対
策
と

し
て
警
察
・
消
防
・
県
南
広
域
本

部
土
木
部
・
氷
川
ダ
ム
管
理
所
・

町
内
の
小
中
学
校
長
・
指
定
管
理

者
と
水
難
事
故
の
未
然
防
止
検
討

協
議
を
毎
年
行
い
、
進
入
禁
止
箇

所
に
ブ
イ
の
設
置
、
救
助
用
浮
き

輪
、
監
視
カ
メ
ラ
を
10
台
設
置
、

指
定
管
理
者
が
注
意
喚
起
の
声
か

け
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

指
定
管
理
者
に
年
間

1
0
6
3
万
8
千
円
の
予
算
を
毎

年
支
給
し
運
営
さ
れ
て
い
る
中
で
、

利
用
料
の
大
幅
な
値
上
げ
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
で

2
5
5
9
人
い
た
利
用
者
が

8
2
1
人
ま
で
減
少
し
て
い
る
状

況
で
値
上
げ
を
す
る
事
で
、
更
に

立
神
峡
公
園
の
利
用
者
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
助
長
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
の
か
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

立
神
峡
公
園
が
独
自
の
魅
力
を
発

揮
し
て
交
流
人
口
、
流
動
人
口
を

増
や
し
、
町
の
賑
わ
い
を
生
む
重

要
な
拠
点
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　

立
神
峡
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
の
景
勝
地
で
あ
り
、
町
の

財
産
は
、
町
の
責
任
で
管
理
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間

の
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
町
が
管

理
す
る
よ
り
も
効
率
よ
く
立
神
峡

公
園
の
利
用
促
進
に
力
を
発
揮
す

る
こ
と
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
利
用
料
の
値
上

げ
の
件
は
30
年
前
に
設
定
し
た
価

格
の
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。
途
中
で

定
期
的
に
見
直
し
て
く
れ
ば
、
こ

の
様
な
値
段
の
上
げ
幅
で
議
論
す

る
事
は
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
立
神
峡
公
園
の

利
用
者
の
9
割
は
町
外
の
方
々
で

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
立
神

峡
公
園
の
特
性
を
活
か
し
て
多
く

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
公
園
に

な
る
様
に
指
定
管
理
者
と
共
に

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

飯田 健二 議員

Ｑ：立神峡公園の安全対策と運営状況は
　　どうなっているか

Ａ：指定管理者としっかりと連携し
　　立神峡の利用促進を進める

　掲載している記事は、質問議員が自
ら要約した原稿をもとに広報委員会が
編集したものです。
　一般質問などの議事録は、議会ホー

ムページでご覧
いただけます。
また、議会事務
局に会議録があ
りますのでご覧
頂けます。

　各議員が住民の代表として、町の行
財政全般にわたり、事務の執行状況や
将来に対する方針を聞き、町当局に報
告を求めたり問い質すことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明ら
かにするだけでなく、現行政策の見直
しや新規政策を提言する議員の重要な
活動です。
　本会議での質問時間は、質問と町長
等の答弁を合わせて1人60分以内と
なっています。

そこが 　 きたい聞 一般質問

飯田健二議員
①　 立神公園の安全対策と運営について
　・指定管理者の選定方法はどうなっているか。
　・安全対策の充実を。
② 　空き家対策について
　・固定資産税の軽減税率を考えているか。

吉川義雄議員
① 　立神峡公園の管理運営について
　・ 使用料以外に「水道光熱費」が徴収されているが、

問題ではないか。
　・指定管理者への指導監督はどうなっているか。
② 　学校給食費について
　・ 給食費を無償化する自治体が増えているので氷川

町も無償化に。
③　 マイナンバーカードについて
　・健康保険証との一本化に延期・撤回の表明を。

質問議員の質問項目
各議員が住民 代表とし 町 行

一般質問とは…

　

町
の
空
き
家
対
策
は

議
員　
相
続
登
記
が
、
2
0
2
4

年
4
月
1
日
か
ら
義
務
化
に
な
り

ま
す
。
本
町
で
も
増
え
続
け
る
空

き
家
の
解
消
に
向
け
て
軽
減
税
率

措
置
を
始
め
様
々
な
計
画
を
立
て

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
持
続
可
能
な
地
域
・
社
会
に

す
る
為
に
は
循
環
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
管
理
責
任

が
あ
る
所
有
者
と
行
政
が
し
っ
か

り
と
向
き
合
え
る
計
画
の
策
定
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
計
画
を
策
定
し
て
い
る

町
長　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
も
精
一
杯
や
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
さ
に
こ
れ
か

ら
が
リ
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
為
に
今
、
所
有
者
の

方
々
と
向
き
合
う
事
が
で
き
る
計

画
の
策
定
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
相
談
会
の
開
催
や
、
個
別
に

相
談
に
乗
っ
て
行
く
の
も
方
法
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

所
有
者
の
方
と
向
き
合
っ
て
い
け

る
様
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問
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次
の
ペ
ー
ジ
は　

臨
時
会

　

条
例
に
な
い
水
道
光
熱
費

　

徴
収
は
問
題

議
員　

立
神
峡
施
設
の
利
用
者

か
ら
、「
立
神
峡
公
園
の
施
設
使

用
料
を
一
度
払
っ
た
の
に
、
後
か

ら
追
加
料
金
と
し
て
『
水
道
光
熱

費
』
を
請
求
さ
れ
た
」
と
相
談
が

あ
っ
た
。

　

立
神
峡
公
園
条
例
に
は
「
水
道

光
熱
費
」
の
規
定
は
無
い
の
に
徴

収
さ
れ
て
い
る
。
指
定
管
理
者

（
立
神
峡
管
理
組
合
）
へ
の
指
導

監
督
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

地
域
振
興
課
長　

立
神
峡
公
園

条
例
の
中
に
水
道
光
熱
費
の
記
載

は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
光
熱
費
は

町
と
指
定
管
理
者
で
負
担
を
し
て

い
ま
す
。
公
園
内
の
施
設
を
利
用

さ
れ
た
の
で
利
用
料
と
判
断
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
に

水
道
光
熱
費
と
い
う
名
称
は
適
切

で
は
な
い
。
受
付
時
に
分
か
り
や

す
い
丁
寧

な
説
明
の

徹
底
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

の
修
正
を

す
る
よ
う

に
指
導
し

て
い
ま
す
。

議
員　

町
は
、
管
理
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ネ
ッ
ト
予
約
サ

イ
ト
「
な
っ
ぷ
」
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
長
時
間
公
園
に
滞

在
す
る
場
合
は
、
利
用
料
一
人

2
0
0
円
徴
収
と
記
載
が
あ
る
。

長
時
間
と
は
何
時
間
で
す
か
。
徴

収
す
る
根
拠
は
何
で
す
か
。

地
域
振
興
課
長　

予
約
サ
イ
ト

「
な
っ
ぷ
」
は
見
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
長
時
間
の
判
断
は
指
定

管
理
者
で
行
っ
て
い
く
も
の
と
判

断
し
ま
す
。
ま
た
、
長
時
間
利
用

料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
定
管
理

者
の
裁
量
、
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

 

料
金
設
定
に
は
町
の
承
認
が
必
要

議
員　

今
の
答
弁
は
納
得
で
き

ま
せ
ん
。
自
主
事
業
で
料
金
を
設

定
す
る
場
合
も
、
地
方
自
治
法
で

必
ず
管
理
者
（
氷
川
町
）
の
承
認

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ

て
い
る
。
承
認
し
ま
し
た
か
。

　

承
認
し
て
い
な
い

　
「
水
道
光
熱
費
」は
削
除
さ
せ
た

町
長　

条
例
に
記
載
の
な
い
料

金
徴
収
は
よ
ろ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
水
道
光
熱
費
は
町
か
ら
基
本

料
金
を
出
し
て
い
ま
す
。
管
理
者

の
裁
量
で
徴
収
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
が
そ
の
承
認
を
町
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
担
当
課

と
指
定
管
理
者
と
し
っ
か
り
と
連

携
を
図
る
よ
う
に
し
ま
す
。

議
員　

ま
た
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料

に
つ
い
て
も
条
例
で
は
「
3
日
前

ま
で
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
管
理

組
合
は
「
1
週
間
前
ま
で
」
と
し

て
い
る
。

地
域
振
興
課
長　

使
用
を
取
り

消
す
際
の
基
準
と
し
て
「
3
日
」

と
明
記
し
て
あ
り
、
3
日
前
ま
で

連
絡
が
あ
れ
ば
使
用
料
は
徴
収
し

な
い
よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
。

議
員　

立
神
峡
公
園
は
町
の
観

光
資
源
で
す
。
も
っ
と
人
を
呼
び

込
む
こ
と
で
す
。
ま
た
来
た
い
と

思
わ
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
指
定

管
理
者
が
町
の
考
え
と
同
じ
立
場

に
立
っ
て
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

く
よ
う
に
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

適
正
な
管
理
を
行
っ
て
い
く

町
長　

今
回
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
し
っ
か
り
反
省
を
し

て
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。
立
神

峡
公
園
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

利
用
者
を
増
や
し
て
き
た
実
績
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
も
ご
理
解

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う

え
で
、
適
正
な
管
理
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
を

議
員　

小
中
学
校
の
給
食
無
償

化
に
取
り
組
む
自
治
体
は
こ
れ
ま

で
は
小
さ
な
規
模
の
自
治
体
だ
っ

た
が
東
京
な
ど
大
都
市
で
も
始

ま
っ
て
い
る
。
先
日
、
宇
城
市
が

小
中
学
校
給
食
費
無
料
化
ス
タ
ー

ト
の
新
聞
広
告
を
出
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
費
無
償
化
は
国
の
取
り

組
み
を
待
つ
の
で
な
く
、
い
ち
早

く
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

現
在
、
氷
川

町
で
は
物
価
高
騰
を
見
込
ん
だ
、

学
校
給
食
費
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

無
償
化
に
つ
い
て
は
、
町
財
政

へ
の
負
担
を
考
え
る
と
厳
し
い
と

思
い
ま
す
。
保
護
者
負
担
の
軽
減

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

吉川 義雄 議員

Ｑ： 立神峡公園で不明瞭な使用料徴収があ
る、原因究明と再発防止を

Ａ： 条例にない使用料徴収はよくない。
　　反省をし、しっかり対応をしていく

　

氷
川
町
議
会

　

氷
川
町
議
会
は
、
活
動
理
念
を
明
ら
か
に
し
、

本
町
の
住
民
自
治
と
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ
、

町
民
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
ら
抜
本
的

な
議
会
改
革
に
取
り
組
み
、
町
民
の
声
を
聴
き
、

町
民
視
点
か
ら
政
策
立
案
、
政
策
提
言
で
き
る

議
会
を
め
ざ
す
。

　

町
議
会
と
町
長

　

町
長
と
は
独
立
対
等
の
立
場
で
、
緊
張
関
係

を
持
ち
な
が
ら
、
本
町
の
意
思
決
定
を
行
う
。

ま
た
、
町
長
等
の
事
務
執
行
に
つ
い
て
監
視
及

び
評
価
を
行
い
、
政
策
立
案
及
び
政
策
提
言
に

取
り
組
む
。

　

議
員

　

議
員
は
、
町
民
の
意
見
を
的
確
に
把
握
し
、

町
民
の
代
表
と
し
て
議
会
で
十
分
に
審
議
と
討

論
を
尽
く
し
、
本
町
の
意
思
決
定
を
行
う
。
ま

た
、
議
員
は
自
ら
の
議
会
活
動
を
町
民
に
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
。

令和5年9月議会　主な議案に対する各議員の賛否
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　　議　案　名

飯　

田　

健　

二

西　

尾　

正　

剛

木　

下　
　
　

厚

吉　

川　

義　

雄

長　

尾　

憲
二
郎

清　

田　

一　

敏

上　

田　

俊　

孝

三　

浦　

賢　

治

上　

田　

健　

一

松　

田　

達　

之

片　

山　

裕　

治

米　

村　
　
　

洋

氷川町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

氷川町手数料条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

氷川町立神峡公園条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

氷川町公民館条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

氷川町体育施設条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和5年度氷川町一般会計補正予算【第5号】 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和5年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算【第1号】〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和5年度氷川町介護保険特別会計補正予算【第1号】 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和5年度氷川町下水道事業会計補正予算【第1号】 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

八代生活環境事務組合の共同処理する事務の変更及び規
約の一部変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

八代市と氷川町との間の一般廃棄物の焼却処理に関する
事務の委託 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和4年度氷川町一般会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和4年度氷川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和4年度氷川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和4年度氷川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和4年度氷川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

物品売買契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 賛成　● 反対　― 棄権・退席　　議長は議決に加わらない（賛否同数の場合は裁決権を行使する）

議
会
と
は
①

氷
川
町
議
会
基
本
条
例
よ
り

明
す
る

（
写
真　

立
神
峡
公
園
管
理
組
合

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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第
5
回
臨
時
議
会
が
8
月
17
日
に
開

催
さ
れ
、
平
岡
カ
ル
ロ
ス
千
代
照
氏
を

氷
川
町
名
誉
町
民
に
推
挙
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
、
議
会
は
全
会
一
致
で
賛
成

し
ま
し
た
。

　

平
岡
カ
ル
ロ
ス
千
代
照
氏
は
、
氷
川

町
鹿
野
の
出
身
で
移
住
先
の
ペ
ル
ー
共

和
国
に
於
い
て
、
実
業
家
と
し
て
成
功

を
収
め
た
ほ
か
、
同
国
ワ
ン
タ
市
の
市

長
や
ペ
ル
ー
中
央
日
本
人
協
会
会
長
な

ど
多
く
の
要
職
を
務
め
、
地
域
社
会
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、

郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
た
人
柄
で
、
学
び
舎

で
あ
る
竜
北
西
部
小
学
校
へ
の
ピ
ア
ノ

寄
贈
や
日
系
人
に
よ
る
同
国
リ
マ
市
へ

の
日
本
庭
園
の
寄
贈
に
関
す
る
尽
力
な

ど
、
郷
土
と
両
国
と
の
交
流
発
展
に
数

多
く
の
業
績
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

第
4
回
臨
時
議
会
が
7
月
25
日
に
開

催
さ
れ
、
竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
空
調
設

備
改
修
工
事
の
請
負
契
約
締
結
が
提
案

さ
れ
、
審
議
の
結
果
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

・
契
約
の
目
的

　

竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修

工
事

・
契
約
の
方
法

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　

6
4
1
8
万
１
０
４
０
円

 

（
消
費
税
含
む
）

・
契
約
の
相
手
方

　

東
設
備
工
業
株
式
会
社

氷
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

　

氏　

名　

富と
み　

田た　

美み　

幸ゆ
き　

氏

　

住　

所　

氷
川
町
野
津

　

氏　

名　

村む
ら　

山や
ま　

賢け
ん　

一い
ち　

氏

　

住　

所　

氷
川
町
今

氷
川
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

氏　

名　

髙た
か　

岡お
か　

三さ
ぶ　

郎ろ
う　

氏

　

住　

所　

氷
川
町
大
野

　

氏　

名　

本ほ
ん　

田だ　

憲の
り　

明あ
き　

氏

　

住　

所　

氷
川
町
鹿
野

　

氏　

名　

佐さ

さ々

木き　

貞さ
だ　

行ゆ
き　

氏

　

住　

所　

氷
川
町
宮
原

　

藤
本
一
臣
町
長
か
ら
、
氷
川
町
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
、
氷
川
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

議
会
で
は
慎
重
に
審
議
し
、
全
会
一
致
で

全
員
の
任
命
、
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

平
岡
カ
ル
ロ
ス
千
代
照
氏
を

氷
川
町
名
誉
町
民
に
推
挙

臨時会
7月議会
8月議会

議会構成が変わりました

関係資料は竜北西部学童保
育所内に展示してあります。

　

議
会
議
員
の
委
員
会
委
員
の
任
期
は
２
年
と
し
て
い
ま
す
。
９
月

議
会
で
、
議
会
副
議
長
に
清
田
一
敏
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、

常
任
委
員
会
を
は
じ
め
、
議
会
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

副議長　清田一敏 議長　米村　洋

飯
田　

健
二　
　

長
尾
憲
二
郎

清
田　

一
敏　
　

吉
川　

義
雄

議会運営委員会

木
下　
　

厚　
　

片
山　

裕
治

吉
川　

義
雄　
　

松
田　

達
之

西
尾　

正
剛　
　

上
田　

健
一

総務文教常任委員会

長
尾
憲
二
郎　
　

清
田　

一
敏

三
浦　

賢
治　
　

木
下　
　

厚

吉
川　

義
雄　
　

片
山　

裕
治

産業建設厚生常任委員会

飯
田　

健
二　
　

松
田　

達
之

上
田　

俊
孝　
　

西
尾　

正
剛

　
　
　
　
　
　
　

上
田　

健
一

議会広報調査特別委員会

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　

上
田　

健
一　
　

西
尾　

正
剛

八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員

　

上
田　

俊
孝　
　

米
村　
　

洋

　

片
山　

裕
治

氷
川
町
及
び
八
代
市
中
学
校
組
合
議

会
議
員

　

三
浦　

賢
治　
　

長
尾
憲
二
郎

　

清
田　

一
敏　
　

木
下　
　

厚

1914年6月1日生　2004年3月23日没

（後列）

（前列）

次
の
ペ
ー
ジ
は　

主
な
工
事
個
所
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主な議会活動日誌 8月～10月
月　日 行　事　内　容

 8月10日
9月13日
10月10日

例月現金出納検査

 8月12日 氷川町23歳の集い

 8月17日 氷川町議会臨時会・全員協議会

 8月23日
～ 8月24日 地蔵まつり造りもの大会審査・表彰式

 8月28日 民生委員推薦会

 8月24日
8月31日 議会運営委員会

 9月  1日 八代市・氷川町い業振興議員連盟と意見交換会

 9月  5日 熊本県民体育祭八代郡選手団結団式

 9月  7日
～ 9月15日 氷川町議会9月定例会

 9月  9日 常葉保育所運動会

 9月15日 全員協議会

 9月18日 氷川町敬老会

 9月21日
9月29日 秋の交通安全運動町内巡視

 9月23日 氷川町梨マラソン大会

 9月25日
～10月27日 議会広報調査特別委員会

 9月28日 金婚・ダイヤモンド婚夫婦表彰式

10月  4日 氷川町戦没者追悼式

10月11日
～10月20日 定期監査

10月13日 三神宮秋の例祭

10月20日 台湾総領事氷川町表敬訪問

10月24日 平岡ペルー熊本県人会長氷川町表敬訪問

10月26日
～10月27日

議会広報調査特別委員会行政視察研修
（長崎県川棚町・佐賀県吉野ヶ里町）

10月31日 氷川町社会福祉協議会理事会

梨マラソン大会

氷川町23歳の集い

氷川町戦没者追悼式

常葉保育所運動会

生
活
道
路
が
整
備
さ
れ
ま
す

９
月
議
会
の
補
正
予
算
で
行
う
主
な
工
事
個
所

若洲地区
町道若洲農協氷川堤防線
【道路配水調査業務】

立神地区
町道川上立神線

【道路改良測量設計業務】

鹿島地区
町道横枕2号線
【舗装補修工事】

北野津地区ほか
（地区要望対応）

次
の
ペ
ー
ジ
は　

再
発
信
・
編
集
後
記
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こ
の
度
、
委
員
会
の
構
成
が
変
わ
り
議
会
広
報
調
査
特
別
委

員
会
の
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
員
が
活
動
し
て
い
く
う
え
で
一
つ
の
指
針
と
な
る

も
の
に
氷
川
町
議
会
基
本
条
例
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
「
議
会
は
積
極
的
に
情
報
公
開
を
進
め
る
と
と
も

に
、
町
民
が
参
加
し
や
す
い
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
行
い
、

様
々
な
機
会
を
活
用
し
て
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
。」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
「
清
流
ひ
か
わ
」
が
限
ら

れ
た
紙
面
の
都
合
で
詳
し
く
載
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
皆
様
に
議
会
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
の
一
つ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
そ
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

清
田　

一
敏

発
行
責
任
者　

米
村　
　

洋

委
員
長　
　
　

吉
川　

義
雄

副
委
員
長　
　

長
尾
憲
二
郎

委
員　
　
　
　

清
田　

一
敏

委
員　
　
　
　

飯
田　

健
二

編
集
後
記

発行　氷川町議会　　編集　議会広報調査特別委員会　　熊本県八代郡氷川町島地642番地　℡0965-52-5858

　

梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
９
月
23
日
（
秋
分
の
日
）
竜
北
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梨
畑
の
広
が
る
丘
陵
地
帯
を
マ
ラ
ソ

ン
ラ
ン
ナ
ー
が
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

　

今
回
の
大
会
に
は
、
県
内

外
か
ら
１
５
０
０
人
余
り
が

参
加
。
地
元
氷
川
町
か
ら
も

一
般
参
加
者
に
交
じ
り
、
高

校
生
や
小
中
学
校
の
生
徒
・

児
童
も
多
数
参
加
し
健
脚
を

披
露
し
ま
し
た
。

表
紙
の
ひ
と
こ
と

氷
川
町
の
魅
力
あ
る
物
・
事
を
！

ま
ち
つ
く
り
酒
屋
で
版
画
展

　

10
月
３
日
か
ら
13
日
ま
で
、
氷
川
町
ま
ち
つ
く
り
酒
屋
で

第
12
回
八
代
版
画
美
展
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
８
名
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
方
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

山下武さん（氷川町）
の作品

Retrans mission再発信

酒屋

天草

まちつくり酒屋


